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1. はじめに 

 平成 30 年（2018 年）告示高等学校学習指導要領において, 

教科「情報」は共通必履修科目「情報Ⅰ」と選択科目「情報

Ⅱ」に編成され, いよいよ令和 4年度（2022 年）から実施

される.  

 「情報Ⅰ」は全国全ての高校生が同じ内容を学ぶというこ

ともあり, 2018 年 6 月に閣議決定された「未来投資戦略

2018[1]」では, AI 時代に対応した人材育成の取り組みの一

つとして「義務教育終了段階での高い理数能力を, 文系・

理系を問わず, 大学入学以降も伸ばしていけるよう, 大学

入学共通テストにおいて, 国語, 数学, 英語のような基礎

的な科目として必履修科目「情報Ⅰ」（コンピュータの仕組

み, プログラミング等）を追加するとともに, 文系も含め

て全ての大学生が一般教養として数理・データサイエンス

を履修できるよう, 標準的なカリキュラムや教材の作成・

普及を進める.」を挙げている. その後, 2020 年 11 月に大

学入試センターから「大学入学共通テストにおける「情報」

試作問題（検討用イメージ）」が公開され[2], 2021 年 3月

には大学入試センターは 2025 年の大学入学共通テストに

「情報」を出題すると発表した[3]. また, 同年 5月に国立

大学協会が,国立大学入試に課す大学入学共通テストの科

目として, 従来の「5教科 7科目」に新教科「情報」を加え

た「6教科 8科目」にする案を検討しているというニュース

記事が発表されると[4], 大学入試に情報が入ることの現実

味を帯びてきた. これまで, 専門外の教員が臨時免許で教

えているなど軽視されてきた（文部科学省（2021）によると, 

令和 2 年 5 月 1日時点で情報の臨時免許状・免許外教科担

任が 1人以上いる都道府県・指定都市は 48/66[5]）高校情報

科の重要性がようやく認められることになり非常に喜ばし

い思いである.  

 情報が入試で出題されるというニュースが出てから, 

SNS 等でこの話題についてチェックしていると「情報はエク

セルなどのソフトの使い方を学ぶ教科だから入試問題は作

れない」や「ペーパーベースでテストする場合暗記科目にな

ってしまうのではないか. 問題が使い回しになってしまう

のではないか.」という意見を目にする機会が増えた. しか

しこれに関しては, そんなことはないと反論したい. 実は, 

現時点で大学入学共通テスト（2020 年までは大学入試セン

ター試験）には「情報関係基礎」という情報に関する科目が

実施されており, 1997 年から実に 24 年の歴史と実績があ

る. 主に専門学科の生徒を対象に, 「簿記・会計」と並ん

で「数学（2）」枠の中で実施されている. 例年, 大問 4つ

で構成され, 第 1 問と第 2 問が必答で第 3 問と第 4 問はど

ちらかを選択して回答するようになっている. 第 1 問は進

数計算や情報量の計算, 知的財産権に関する問題など情報

に関する基礎的な知識を問う問題で, 第 2 問は数学と情報

を組み合わせたような思考力を問う問題, 第 3 問は DNCL 

（Daigaku Nyushi Center Language）という大学入試セン

ター独自の擬似言語によるアルゴリズムとプログラミング

に関する問題, 第 4 問は表計算に関する問題で構成されて

いる. 他教科と同じく PBT（Paper-based Testing）で実施

されているが, 思考力・判断力を問うような良問も多く, 

高校生にとって難易度も適切であるため, 私も授業や定期

考査などで大いに参考にさせていただいている. このよう

な大学入試センターの 24 年間の実績や, 情報入試研究会

が公開しているような模試, 高知大学や慶應義塾などの一

部の大学で情報入試が実施されていることを考えれば, 今

後もPBTで継続的な作問が可能であると言えるだろう. 「情

報」が共通テストで出題されることが決まれば, 過去問は

存在しないものの, 共通テスト「情報関係基礎」の過去問

を参考に対策等を行うことになるだろう. 情報関係基礎の

過去問は, 1997年実施分から全て情報処理学会がアーカイ

ブ公開している[6]ので是非参考にされたい.  

 

2. 解説サイトについて 

2.1 「情報関係基礎」解説サイト立ち上げの理由 

 ここで, 情報関係基礎の受験者数に焦点を当てる. 情報

関係基礎の受験者は毎年 500 人ほど（令和 3 年度は 1次日

程 344 人, 2次日程 4 人の計 348 人[7]）と人数が少ない. 図

1 に受験者数と平均点の推移を示す[7][8][9][10][11][12]. 受験者

数が少ないこともあってか, いわゆる赤本のような市販の

解説本がなく, 受験対策として過去問を解く場合, 理解で

きない問題があっても受験生は独学で何とかするか, ある

いは指導できる教員を見つけるしかないという現状がある. 

自分の通う学校に情報専門の教員がいれば良いが, 先で述

べた通り, 必ずしも情報専門の教員がいるとは限らない. 

そこで私は, 解説を作成して公開すれば受験生の一助とな

るのではないかと考え解説サイトを立ち上げることにした. 

図 1「情報関係基礎」受験者数と平均点の推移 



2.2 解説の公開方法 

 解説を作成するにあたり, 今回は Webサイトを立ち上げ

ブログ記事として公開することにした. pdf形式にしたり, 

電子書籍にしたりすることも可能であるが, Web サイトで

あれば, 内容の公開・修正をすぐに行えたり, 質問等のコ

メントを受け付けることができるというメリットがある. 

 また, 例えば, 解説している問題とは直接関係ないもの

の知っておいた方が良いことや, 原理等の詳しい補足説明

については外部サイトへのリンクを掲載することで対応し

たり, 図 2 のように擬似言語のプログラミング問題を実際

のプログラム言語で書きソースコードを掲載[13]したりする

など, Web サイトというメディアの特性を活かした運営も

心がけた. 

 

図 2 プログラミング問題のソースコード掲載例 

 

2.3 解説記事の作成 

 記事を作成するにあたり, 「なぜそうなるのか」を細か

く解説することを心がけた. 図表の数や文字数制限がない

のも Web サイトで公開するメリットとして挙げられるだろ

う. 例として, 令和3年 第 3問の解説例[14]を図 3に示す.  

 

図 3 第 3 問の解説例（令和 3年） 

 

この問題は, スゴロクを題材にした擬似言語のプログラミ

ング問題である. 初学者は特に, プログラムの各行がどの

ような処理を行っているのか理解できていない場合が多い



ので, プログラムの各行がどのような処理を行っているの

か, 文章で解説するだけでなく, 手書きで注釈を入れるな

ど分かりやすい解説を心がけた. 

 第 1 問や第 2 問についても, 言葉だけの説明ではなく, 

図で説明した方がわかりやすい場合にはできるだけ図を使

って説明し, イメージしやすいような解説を心がけた（図

4）[15]. 

図 4 第 2 問の解説例（令和 2年） 

 

 さらに, 第 4問の表計算の問題は, 平成30年度の問題の

ように, データが少なく辻褄が合うようにファイルを作成

できる場合は, 数値を入力済みのエクセルファイルを配布

して実際に関数を自分で入力ながら確認できるようにした

（図 5）[16]. 情報関係基礎の表計算の問題は, ほとんどエ

クセルと同じように関数を使うことができるので, 分から

ない部分も実際にエクセルで実行してみることで, 理解で

きるようになると考える. 

 

 

3. 成果と課題 

3.1 成果 

 解説サイトを立ち上げて, 3 年半ほどが経過し, 2021 年

7月現在, 計 6 年分の解説を公開してきた. 

 成果として, まずは 2021 年 1 月 17 日にいただいたコメ

ントを紹介する（図 6）. 解説サイトを活用した対策で高得

点を取ることができ, 第一志望合格が叶ったという嬉しい

コメントである. 授業等で直接指導した方ではないものの, 

このようなコメントをいただき非常に嬉しく, 成果を感じ

ることができた. 数値データとしての成果は測れていない 

が, 可能であれば今後サイト訪問者にアンケートを取るな

どしてデータを取得し, どれくらい解説サイトを活用して

いただいたのか分析してみたい. 

図 5 第 4 問 表計算問題の解説例（平成 30年） 

 

 

 2 つ目の成果として, 解説用に作成したエクセルファイ

ルを大学の授業で活用していただいたことを挙げる. 2019

年1月28日にいただいた大学の授業での使用許諾のコメン

トを図 7に示す. 某大学において, 情報処理演習及び情報

科教育法という授業内で情報関係基礎第 4 問の表計算の問

題解説のために作成したエクセルファイルを活用していた

だいた. 授業内で分からなかった学生さんには本解説サイ

トを参照していただいたようである. 意外ではあったが, 

受験生以外の方にも広く活用いただくことができた. 

 このように, 受験者の第一志望合格に繋がったことや大

学でも活用していただいたという点で情報関係基礎の解説

サイトには一定の成果があったといえる. 

 

図 6 合格報告のコメント 



図 7 大学の授業での使用許諾コメント 

 

 

3.2 課題 

 課題として, 2 つ挙げる. 

 まず 1 つ目は, 「情報関係基礎」の受験者がそもそも少

ないのでサイト訪問者数が少なく, サーバー等の維持費を

回収できない点である. 解説サイトには, Google が提供し

ているアクセス解析ツールの Google Analyticsを 2019年

11月から設置している. 2019年11月から 2021 年 7月現在

までの 1日あたりのサイト訪問数を図 8 に示す. 2021 年 7

月現在 1日あたり60前後のユーザーがアクセスしているこ

とがわかる. ただし, 運営しているサイトは, 情報関係基

礎の解説記事だけを載せている訳ではなく, 情報教員向け

の記事やプログラミングに関する記事等もあるため, アク

セス数=情報関係基礎の解説記事を閲覧している人数では

ない. サイト内広告は導入しているものの, 毎月のサーバ

ー維持費やドメイン管理費を回収できないので,サイト訪

問者数 を増や す た め に SEO 対策（ Search Engine 

Optimization）も考えなければならない（一応, 「情報関係

基礎 解説」で検索すると 1番上でヒットする）. 今後情報

入試がより注目されるようになれば状況は改善されるかも

しれないが, 場合によっては無料ブログサイトへの移管や

サイトの閉鎖も検討しなければならないかもしれない. 

 

図 8 1日あたりのサイト訪問数 

 

 

 2つ目は, 1人で作成しているので, なかなか過去のもの

まで遡って解説記事を作成できないという点である. 図 9

のように, 公開していない過去問題の解説の作成要望をコ

メント等でいただくことがあるのだが, なかなか解説を作

成する時間が取れず, すぐには要望に応えることができな

い. 可能であれば, 1997 年実施分から全て作成したいが 

かなり時間がかかってしまうので現実的ではないという問

題がある. 

 

図 9 過去問題の解説作成要望コメント 

 

 

 

4. おわりに – 今後の展望 

 共通テスト「情報関係基礎」の解説記事を作成し始めて 3

年半ほどが経過した. 作成し始めた当時はまさか「情報」

が大学入試で使われるようになる（かもしれない）とは思っ

てもみなかった. 私が情報関係基礎という科目を知ったの

は学生の時で, 情報科の教員採用試験の勉強をしていると

きに大学の恩師の先生から教えていただき初めて知った. 

当時の私のように, 共通テスト（センター試験）に情報関

係基礎という情報に関する科目があるということをそもそ

もご存知ないという方も多いのではないだろうか. 2.1 

「情報関係基礎」解説サイト立ち上げの理由 にも書いたが, 

受験者が少なくても解説を求めている人もいるだろう, 存

在しないのであれば作ってしまおうということで始めたの

がきっかけである. 当初は無料ブログサイトを使っていた

のだが, 解説を見やすくするために WordPressに移管した

り, ページ読み込みを速くするためにサーバを変えたりと

試行錯誤しながら現在に至る. そうこうしているうちに, 

3.1 成果 にも書いたが, 私が運営する解説サイトのおか

げで志望の大学に合格できたという嬉しいコメントをいた

だいたり, 大学の授業で使っていただいたり, SNS で解説

の間違いを指摘してもらったりと解説サイトを通じて様々

なことを経験した. 3.2 課題 に書いた通り, サイト訪問

者数が少ないというような課題はあるものの, 共通テスト

に情報が入る場合, 対策には情報関係基礎の問題が大いに

活用でき, 誰かの役に立つと思うので今後も何らかの形で

解説サイトは残して更新を続けていこうと思っている. 

 時事通信社（2021）によると, 共通テストに「情報」が入

るかどうかは今夏にも文部科学省が正式決定するという[3]. 

情報科教員としては悲願であり, 実現することを願ってい

る. 情報が大学入試に入るようになるかもしれないという

ニュースが出てから, 情報科の教員として, 情報関係基礎

以外からも大学入試問題に対応できるレベルの問題を集め



て検討を行い, 定期考査等で出題し正答率等のデータを集

めている. しかし, 情報科は他教科に比べ試験問題の例題

が少ないだけでなく, 難易度や正答率のデータの蓄積も少

なく, 他校の知り合いの先生方との情報共有にも限界があ

る. 

 そこで, 今後の展望として, 全国の大学の情報入試問題

や先生方のオリジナル問題, 検定試験の問題などを解説や

正答率等のデータとともに登録できる Web サービスの立ち

上げを提案したい. 学習指導要領の分野別, 大学別, 定期

考査用, 小テスト用などに細かく分類できるのが理想で, 

観点別評価にまで対応できるとなお良い. 教員にとっては

定期考査や小テスト, 入試対策問題を作成する際の手助け

となり, 生徒にとっては定期考査や受験の対策に活用でき

るような学習支援システムにしていくのはどうだろうか

（図 10）. 問題や解説を登録する人数が多ければ, その分

盛り上がるのではないかと考える. 

 

図 10 情報科学習支援システムの例 

 

 また, 普段教員として生徒と接する中で, 最近の生徒た

ちは YouTube 等の動画サイトで自分に必要な部分を取捨選

択しながら動画を見て勉強しており感心することが多々あ

る. 授業や課題などで分からない部分があればとりあえず

YouTube で検索して解説動画を見て理解しているという話

もよく聞くようになった. 確かに動画であれば, アニメー

ションを使ったり, 実験をしている様子を見せたりするこ

とができるので, 文字だけの解説よりもイメージしやすく

より深い理解に繋げることができるかもしれない. 情報科

でも, アルゴリズムの分野など, 文字だけではイメージし

づらい部分は動画による解説を用意した方が良いかもしれ

ない. 今後解説を作成する際には, 動画も用意するか現在

検討中である. 

 

 当初はこのように論文にまとめることは考えていなかっ

たが, SNS でお声がけいただき, ご縁をいただいたことに

感謝したい. これを一旦の締め括りとし, 今後どのように

していくのか考えていこうと思う. また, 提案した学習支

援システムについては, ぜひ詳しい方にお知恵を拝借した

い. 
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